
信濃川水系緊急治水対策プロジェクト

【塩崎遊水地河川敷に必要な施設】

国土交通省 千曲川河川事務所

R6.11.17 塩崎遊水地河川敷関係者説明会資料



塩崎遊水地整備

遊水地の範囲と堤防について
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河川の水位を下げる河川整備、「河道掘削や上流の遊水地整備により水位低下」

○「河道掘削」や「上流の遊水地等の洪水調節施設」により水位を下げることで水害時のリスクを低下

水位を下げる河川整備

家 家

堤防内で流せる流量
が増える

河道掘削で川底を下げる

堤防内で流せる流量が増え
る

水害時のリスク低下

川の中の底を掘ると、流れる水の量が同じでも、流
れる水の高さが低くなり、安全に流れるようになる。

流れる高さが低くなる。

流れる量は同じ
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掘削前

掘削後

＜河道掘削＞ ＜遊水地等の洪水調節施設＞
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遊水地なし Ａ－Ａ’

遊水地に川の水の一部を一時的に貯めることで、
下流を流れる水位の高さが低くなる。

計画高水位
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塩崎遊水地 平面図

• 高速道路（長野自動車道）、県道77号、国道バイパス事業計画を考慮し、遊水地を形成する。

高速道路に影響のない位置
に堤防を配置。

越流堤は中央部に配置

排水施設は下流側に設置

※図面は、測量調査、地元調整などにより、今後変更となる可能性があります。
※排水樋門の位置は本資料P７以降に示した位置に見直しています。

周囲堤

越流堤

排水樋門

国道バイパス事業計画を考慮し、
堤防位置を設定。

堤防と道路の離隔を確保。

国道バイパス計画

高速道路
（長野自動車道）

県道77号

R5.5 塩崎遊水地整備 地元回覧資料より
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塩崎遊水地 周囲堤（下流側）

• 周囲堤は、高速道路（長野自動車道）に影響のない位置に設置する。
• 周囲堤法尻（住宅地側）には水路及び管理用道路を設置する。また、必要箇所には坂路を設置する。

横断図

※図面は、測量調査、地元調整などにより、今後変更となる可能性があります。
※排水樋門の位置は本資料P７以降に示した位置に見直しています。

R5.5 塩崎遊水地整備 地元回覧資料より
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塩崎遊水地 周囲堤（県道併走区間）

• 周囲堤は、県道及び県道横の側道に影響のない位置に設置する。
• 周囲堤県道側法尻には水路及び管理用道路を設置する。

※図面は、測量調査、地元調整などにより、今後変更となる可能性があります。

横断図

R5.5 塩崎遊水地整備 地元回覧資料より
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塩崎遊水地 今後の予定
R5.5 塩崎遊水地整備説明回覧資料より

（一部更新）
・ 塩崎遊水地は、令和６年１月から用地買収に着手。
・ 令和６年度には、堤外地（堤防より河川側の土地）について、遊水地事業に必要となる範囲の用地調査を予定。
・ 工事の手順は、1.排水樋門、2.遊水地上流側、3.遊水地下流側、 4.越流堤付近を想定。（詳細は、以下「事業の優先順位」を想定。）

下記の優先順位をベースに工事を進める予定。

＜遊水地整備＞

① 排水施設
周囲堤より先に整備し、遊水地内の排水系統を確保。

② 周囲堤
遊水地としての器を形成。

③ 内水対策
遊水地外（市街地側）の内水対策を実施。

④ 越流堤
遊水地としての器が形成された後、既存堤防の一部を
切り下げ越流堤とする。

■事業の優先順位（塩崎遊水地）

項目及び実施時期（予定）内容

・幅杭設置測量［R5年度実施済］
・地質調査（周囲堤）［R5年度実施済］

現地調査

・用地契約［R6年1月着手］用地買収

・工事着手［R7年度着手予定］工事

■令和５年度以降の予定

2.遊水地上流側

3.遊水地下流側

4.越流堤付近

① 排水施設
囲繞堤と合わせて整備

④ 越流堤
遊水地の器が形成された後、
既存堤防の一部を切り下げる

② 周囲堤
遊水地としての器を形成

③ 内水対策
遊水地外（市街地側）の内水対策

＊図面、工事工程は、変更となる可能性があります。
＊用地買収は工事の手順に基づいて進めますが、実際の買収は、
飛地・個別の問題に応じて進めることになります。

1.排水施設
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塩崎遊水地整備

河川敷において必要な施設について
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• 遊水地整備に伴い、河川敷において以下の施設の設置が必要となります。
① 堤防を強化するための堤防法尻に設ける盛土
② 遊水地に洪水を取り込む越流堤を保護するための護岸と高水敷保護工
③ 遊水地に洪水を貯めた後、排水樋門から千曲川へ洪水を流す排水路

水路
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河川敷において必要な施設



河川敷において必要な施設 ①堤防法尻に設ける盛土

• 囲繞堤は、現在の堤防を強化するため、遊水地側を小段がある堤防から小段を設けない断面とします。
• 更に、越流堤より下流側では、川側の法尻に盛土（抑盛土）を設け、堤防を強化します。
• 抑盛土の設置に伴い河川敷の用地が必要となり、抑盛土法尻から１ｍ離れの位置を事業用地境界としたいと考えています。

※図面は、測量調査、地元調整などにより、今後変更となる可能性があります。

▽遊水地内水位
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横断図

排水樋門
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川表側

遊水地側

川表側遊水地側
用地境界

横断図

1.0m



• 越流堤は千曲川から洪水を取り込む施設のため、コンクリートで川表、遊水地側とも覆い、川表側は基礎を保護するための高
水敷保護工を設置します。

• 川表側には、更に越流堤の維持管理のための作業エリア、管理用通路を設け、路肩端部から１ｍ離れの位置を事業用地境界
としたいと考えています。

※図面は、測量調査、地元調整などにより、
今後変更となる可能性があります。

河川敷において必要な施設 ②越流堤を保護するための護岸、高水敷保護工

横断図

越流堤

遊水地

川表側

遊水地側

川表側遊水地側
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凡 例（川表側）

耕作地(畑)

耕作地(果樹)

種 別 着 色

草地

維持管理に必要な幅
8.5m

管理用通路
4.0m

高水敷
保護工

5.0m

▽遊水地内水位

越流堤

7.0m

越流堤天端

7.0m クレーン設置
7.0m 1.5m

1.0m

用地境界

横断図

整備に近接する土地を着色しています。
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• 排水樋門は、遊水地の水を排水する機能から、地形にあわせ出来
るだけ下流に設置する必要があり、排水にあたり普段水が流れてい
る千曲川まで排水を導くための水路（堤外水路）を設置する必要が
あります。

• 遊水地前面には高水敷が広がり、耕作も盛んに行われていることか
ら、排水樋門位置の設定にあたっては、出来るだけ下流に配置する
中で、高水敷の土地利用・耕作利用を踏まえた堤外水路の配置に
より位置を設定しました。

• 堤外水路の両側には、管理用通路を設け、通路端より１m離れの位
置を事業用地境界としたいと考えています。

河川敷において必要な施設 ③排水樋門から千曲川へ水を流す水路

水路

囲繞堤

横断図

横断図
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凡 例（川表側）

耕作地(畑)

耕作地(果樹)

種 別 着 色

草地

B’

B

A

A’

※実際の通路の設置位置は、出来るだけ水路から離します。

横断図 A-A’  

B-B’ 

用地境界 用地境界

用地境界用地境界

整備に近接する土地を着色しています。

←千曲川 ※図面は、測量調査、地元調整などによ
り、今後変更となる可能性があります。
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河川敷 遊水地整備後の通路確保

• 堤防川側法尻、水路に沿って、管理用通路を設置し、既設通路と接続させます。
• 水路には２箇所、水路を渡るための施設を設置します。

※図面は、測量調査、地元調整などにより、今後変更となる可能性があります。

囲繞堤

周囲堤

水路

既設坂路

既設坂路

既設坂路
坂路付替

既設坂路

既設通路
新たに設置
する通路
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水路を
渡る施設

拡大
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• 越流堤までを一連で川表側から管理できるよう、通路を拡幅するとともに、越流堤上流の坂路も同一の通路幅となるよう付け替
えします。

• 通路端あるいは坂路法尻から１ｍ離れの位置を事業用地境界としたいと考えています。

河川敷において必要な施設 通路の確保

横断図③

周囲堤
囲繞堤

遊水地

越流堤

遊水地下流側
通路拡幅部

越流提上流側
通路拡幅・坂路移設部

横断図①

横断図②

5.00m

3.50m0.75m 0.75m

既設通路拡幅

通路拡幅
(砕石舗装)
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横断図①

用地境界

横断図② 横断図③
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(砕石舗装)
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整備に近接する土地を着色しています。

凡 例（川表側）

耕作地(畑)

耕作地(果樹)

種 別 着 色

草地

※図面は、測量調査、地元調整などにより、今後変更となる可能性があります。
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河川敷において必要な施設 用地取得範囲

用地買収範囲

凡 例（堤外地）

耕作地(畑)

耕作地(果樹)

種 別 着 色

草地

※図面は、測量調査、地元調整などにより、今後変更となる可能性があります。
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整備に近接する土地を着色しています。



用地補償の進め方
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用地補償の手続きは、みなさまとご相談しながら、概ね次のとおり段階的に進めていきます。
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本 日

令和6年12月

令和6年12月

令和7年夏頃

令和7年秋頃

令和7年秋頃



～ メ モ ～


